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みどりのカーテン講習会 

日 時： 2016 年 4 月 29 日、5 月 3、7 日    

 所 ： 江東区環境学習情報館「えこっくる江東」 

     江東区文化センター、江東総合区民センター 

主 催： えこっくる江東 

運 営： 江東エコリーダーの会 

  温暖化対策として広がってきた緑のカーテンを多く 

の人に啓蒙するために、今年も開催された。 

１．「みどりのカーテン」の効果と育て方    樹木医：石井匡志先生 

みどりのカーテンの効果、上手な育て方、そしてお勧めのみどりのカーテン植物の講義を頂いた。 

また、毎年の緑のカーテンコンテストの応募への積極的な参加を勧められた。 

２．「みどりのカーテンで健康になろう！」  千葉大学大学院園芸学研究科 岩崎 寛 

・ みどり環境に求められている機能は年々多様化し、特にストレス 

の多い負荷の高い都市域においては緑による癒しの効果が求められ 

ている。近年この効果が医科学的に検証され始めたことや、医療福 

祉分野における高度医療から予防医学への流れから、ますます緑化 

空間が人に与える健康機能に対する期待が高まっている。 

・ 植物と関わることで心身ともに元気になるのは当たり前のこと。 

 しかし、文明が発達し、緑との関わりが少なくなった現代社会では 

 とても貴重なことになってしまいました。積極的に植物と関わり、 

 心身の健康を維持していくことが、医者でない我々にできる「予防 

医学」。緑のカーテン活動は、地域の緑や温暖化対策だけでなく、 

自分自身の健康のためにも有効な活動！ 

３．植え方、育て方、メンテナンス WS  江東エコリーダーの会員 

みどりのカーテンの組み立て、土づくり、苗の植え方、肥料や水 

のやり方、防虫や鳥対策などの作業の講習が行われた。たくさんの 

方々からの多様な質疑応答があった。 

  今、各地でみどりのカーテンづくりが始まっている。いよいよ 

今年は、あなたも「みどりのカーテン仲間」で、涼しい夏を！！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

植え方のワークショップ           昨年のみどりのカーテンコンテスト 

  舟 は スローライフ・持続可能社会 の 先進役   2016 年 5 月 

  お 江 戸 舟 遊 び 瓦 版 426 号 

   水彩都市江東  こころ美しい日本の再生  安全・安心まちづくり 

  お江戸観光エコシティ・お江戸舟遊びの会  江東区千田 13-10 
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一造会第 12回市民と造園家の交流会 

「CITY IN THE GREEN 江東区、シンガポール CITY in a Garden 

 世界に誇れる人が輝く都市へ―良好な生活環境こそ社会資本の原点」 

   ゼロから緑を育んできた 2 つの都市 さらなる理想都市へ 

日 時： 2016 年 5 月 13 日（金）    

 所 ： カメリアホール（江東区亀戸）  

主 催： 全国 1 級造園施工管理士の会（一造会）http://www.icz.jp/ 

ご挨拶： 山崎孝明（江東区長） 

・ 江東区内の緑をもっと多くするために CIG（City in the Green）活動を展開している。一造会

の方々のご協力を得てますます緑の中の都市・江東区を展開したい。 

基調講演：稲田純一（元シンガポール国際開発省、㈱WIN 代表取締役） 

・ シンガポール共和国は、1965 年にマレーシアから独立し、東京 23 区 

とほぼ変わらない国土面積 717 ㎢、うち 140 ㎢は埋立地で、資源に乏し 

く外国の投資家、企業、観光の誘致を進めるため、強い信念で緑地計画を 

推進し、安心、安全な都市を目指して緑化を進め、当初の Garden City 

構想は、2005 年に City in a Garden Singapore に発展した。 

・ 現在、緑被率 44.7％、一人当たりの公園面積は 6.7 ㎡（江東区の 2 倍）、 

道路沿いの街路樹 4000ha を超え、年間観光客は 1550 万人に。 取り組み 

で注目されているのが、世界的な庭園都市を目指して建設された、臨海部 

の Gardens By the bay だ。シンガポール初の世界遺産「Botanic Gardens」 

は,東京ドーム 13 個分の広さで、森林浴を楽しむようにジョギングしたり、 

家族で散策するなど、5 時から 24 時まで開園し、観光客でいっぱいだ。 

・ シンガポールは、国を挙げて緑化に取組み、国民や企業も理解し、きちんとメンテナンスし、さ 

 らにその価値を高めようという共通の目的意識をもって、建築家は競って建築に緑を取り入れて 

 いる。新たな埋立地もまず緑をつくってから道路や建物をつくる。緑が社会資本の基礎であるこ 

 とが共通認識になっている。これがシンガポールの緑の豊かさの秘訣だろうか。 

・ シンガポールだからできたのではない。シンガポールでもできたのだ！ 

パネルディスカッション 

「造園家と江東区在住・在勤者の方々が語る理想の都市像」 

・ シンガポールでできたのなら日本でも！！ 

・ 未来を担う子供たちを自然の中で育もう！ 

・ 市民、行政、事業者の一体的な取り組みで魅力的な町を！ 

・ わざわざ来てみたくなる亀戸を目指そう！ 

・ ガーデニングは人々を幸せにする手段のひとつです！ 

・ 緑豊かな景観形成から快適都市の実現へ！ 

・ コミュニティガーデン活動の拡がりで花と緑に親しもう！ 

・ オール江東一体で進める緑化の協働！ 

・ 「あったかい」がコンセプト！！ 

・ 子供たちが健全に成長できる緑と遊び場を！！  ・江戸の情緒を醸し出す緑！ 

・ 緑は地球上唯一の生産者 江東区の取組みに期待！  

・ 思いを共有できればきっと世界に誇れる人が輝く都市になる！ 

所感： あまりにも素晴らしいシンガポールの緑化構想を聞くことができた。その緑化に日本人が

30 年以上も中心的に全面的に係っていること、その熱い話を聞くことができ、驚きいっぱいであ

る。また、江東区内の緑化事業に係わっている人々の想いいっぱいのパネルディスカッションはと

ても嬉しくなった。水彩都市江東が、生物多様性保全都市となることを祈念したい。（文責 中瀬） 

 

 

 

 

 


